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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
アトピー性皮膚炎は、激しい痒みを伴う慢性的かつ再発を繰り返す皮膚の炎症性疾患で、この掻痒
が生活の質を悪化させ、掻破が炎症を悪化させる。コルチコステロイドやカルシニューリン抑制薬を
含有する軟膏剤、抗ヒスタミン剤、抗アレルギー剤等での治療が行われているが、種々の副作用も懸
念される。本研究では、抗腫瘍活性、抗炎症や抗アレルギー作用などの活性が報告されている生薬の
紅蔘（サポニン分画）を用い、皮膚炎に伴う掻痒や腫脹に対する効果をアトピー性皮膚炎モデルにて
検討した。 
【材料と方法】 
(1) ヒスタミンによる血管透過性亢進に対する効果：麻酔下のラットに対して、紅蔘エキス(RGE: 
1%、0.01%)を背部に塗布し、ヒスタミン皮下投与後の皮膚への血清濾出量を測定した。(2) アトピー
性皮膚炎モデルに対する効果：BALB/c マウスにジニトロフェニル化したアスカリス抽出物及び水酸
化アルミニウムを腹腔内投与して能動感作させ、その 2週間後からマウスの両側耳殻にハプテン（ジ
ニトロフルオロベンゼン: DNFB）溶液を隔日に計 5回投与し、皮膚炎を誘発させた。2週後に再度 DNFB
溶液を塗布して再惹起させ、タクロリムス (FK)、デキサメサゾン (DX)、RGE (1%、0.01%)塗布によ
る掻破行動･耳殻腫脹への効果およびその機序を調べた。 
【結果】 
(1) RGE (1%)はヒスタミンによる血管透過性亢進を有意に抑制した。(2) RGE (1%および 0.01%)お
よび FK (0.1%)は、DNFB刺激による掻破行動を有意に抑え、耳殻腫脹も抑制した。一方、DX (0.05%)
は耳殻腫脹を抑制したが、掻破回数は抑制しなかった。これらの抑制効果に、神経増殖因子の発現抑
制作用やサブスタンス Pが関与していた。 
【結論】 
紅蔘エキスの塗布が抗ヒスタミン作用を有すること、アトピー性皮膚炎モデルでのサブスタンスＰ
を介する掻破行動や耳殻腫脹を有意に抑えたことから、アトピー性皮膚炎治療に有効である可能性が
示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
【目的】 
アトピー性皮膚炎は、激しい痒みを伴う慢性的かつ再発を繰り返す皮膚の炎症性疾患で、この掻痒
が生活の質を悪化させ、掻破が炎症を悪化させる。コルチコステロイドやカルシニューリン抑制薬を
含有する軟膏剤、抗ヒスタミン剤、抗アレルギー剤等での治療が行われているが、種々の副作用も懸
念される。本研究では、抗腫瘍活性、抗炎症や抗アレルギー作用などの活性が報告されている生薬の
紅蔘（サポニン分画）を用い、皮膚炎に伴う掻痒や腫脹に対する効果をアトピー性皮膚炎モデルにて
検討した。 
  
【材料と方法】 
(1) ヒスタミンによる血管透過性亢進に対する効果：麻酔下のラットに対して、紅蔘エキス(RGE: 
1%、0.01%)を背部に塗布し、ヒスタミン皮下投与後の皮膚への血清濾出量を測定した。(2) アトピー
性皮膚炎モデルに対する効果：BALB/c マウスにジニトロフェニル化したアスカリス抽出物及び水酸
化アルミニウムを腹腔内投与して能動感作させ、その 2週間後からマウスの両側耳殻にハプテン（ジ
ニトロフルオロベンゼン: DNFB）溶液を隔日に計 5回投与し、皮膚炎を誘発させた。2週後に再度 DNFB
溶液を塗布して再惹起させ、タクロリムス (FK)、デキサメサゾン (DX)、RGE (1%、0.01%)塗布によ
る掻破行動･耳殻腫脹への効果およびその機序を調べた。 
【結果】 
(1) RGE (1%)はヒスタミンによる血管透過性亢進を有意に抑制した。(2) RGE (1%および 0.01%)お
よび FK (0.1%)は、DNFB刺激による掻破行動を有意に抑え、耳殻腫脹も抑制した。一方、DX (0.05%)
は耳殻腫脹を抑制したが、掻破回数は抑制しなかった。これらの抑制効果に、神経増殖因子の発現抑
制作用やサブスタンス Pが関与していた。 
【結論】 
紅蔘エキスの塗布が抗ヒスタミン作用を有すること、アトピー性皮膚炎モデルでのサブスタンスＰ
を介する掻破行動や耳殻腫脹を有意に抑えたことから、アトピー性皮膚炎治療に有効である可能性が
示唆された。 
本論文は紅蔘エキスのアトピー性皮膚炎における掻破行動抑制効果の作用機序の一端を明らかに
することに寄与するものである。よって著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定
された。 
